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研究成果の概要： 
 15 名の異なるハーバード MBA 取得者のほぼ全員が MBA 教育を自らのキャリア開発におい
て一定の有効性を認めているが、その内容・程度は、個々人の生い立ち、経歴、そして人生観

によりかなり異なっている。インタビューを通じ、「最も競争の激しい環境に自分を置き、そこ

で生き抜いてこと意味がある」という視点から、「ハーバードの卒業生だから、こうならなけれ

ばならないというプライドで、自分自身を縛ってしまうことの方が人生にはネガティブに作用

する」といった、今後 MBAを目指す若手に対しても極めて有益と思われる多くの示唆を得る
ことができた。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 600,000 180,000 780,000 

２００８年度 500,000 150,000 650,000 

年度    

年度    

  年度    

総 計 1,100,000 330,000 1,430,000 

 
 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：経営学・経営学・経営管理 
キーワード：キャリア開発、MBA、ハーバード、ケース・メソッド、企業派遣留学 
 
１．研究開始当初の背景 
 MBA教育は本当に有効かどうか。とくに、
世界の最高峰であるハーバードのMBA教育
については一般論としてはよく知られてい
るが、卒業生のその後のキャリアについては、
一部の企業人を除き、余り知られていない。 

MBA 取得後に、個々人がどのような人生
を歩んだかについても体系的に調査した研
究はわが国ではほとんど見られない。 
 
２．研究の目的 

 本研究の目的は、1994年度にハーバード・
ビジネス・スクールを卒業した日本人留学生
約 15名について、卒業後 15年間に彼らが歩
んだキャリアおよび、彼らのキャリア形成に
おいてMBA教育が与えた影響を定性的に明
らかにしようとするものである。 
 
３．研究の方法 
 同年後の卒業生約 15 名について、約 2 年
をかけ個別にインタビュー調査を実施した。 
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４．研究成果 
 最終的に 15 名（研究者本人も含む）につ
いて、MBA取得後 15年間のキャリアと、基
本的な考え方、MBA 教育の影響および今後
の展望に関するヒアリング調査を実施した。
これらを通じ、個々人の人生観だけでなく、
今後MBAを目指す若手に対しても、様々な
示唆に富んだ助言が得られたものと思う。 
 以下に彼らが MBA教育を通じて得たいく
つかの教訓をコメントの形で示す。 
 
・ 「マネジメントとは人生観であると確信
できた。」 

・ 「何かを作って、それが良い意味で社会
を変えることができれば良い。」 

・ 「資本主義の本質はオーナーシップ。」 
・ 「一緒に仕事をすれば、その相手と友人
にならないわけがない。」 

・ 「子供は自分の好きな道を歩んでほしい。
本当にそう思う・・・」 

・ 「１を千にするような仕事よりも、マイ
ナスをゼロに、あるいはゼロを１にする
ような仕事、そして、組織や人をインス
パイヤするような仕事をしたい。」 

・ 「一言で言えば、人の気持ちがわかるこ
と。相手が不快に思わないような仕事を
していきたい。」 

・ 「（転職の決意？）幅の広い川を大きく飛
び越える気合いのようなもの・・・」 

・ 「雑談で人を見るって意外とありますよ
ね。」 

・ 「最も、競争の激しい環境に自分を置い
て、そこで生き残ってこそ・・・」 

・ 「外資で仕事をするということの意味を、
今後、自分自身でしっかりと考えていき
たい。」 

・ 「ハーバードの卒業生だから、こうでな
ければならないという下手なプライドで
自分自身を縛ってしまうことの方が、人
生にはネガティブに作用する。」 

・ 「人・自然・社会、これら全てを自分で
コントロールできると思っているアング
ロ・サクソン的な生き方は、極めて傲慢
だと思いませんか？」 

 
これらを通じて発せられているメッセー
ジは明らかである。ハーバードのMBA取得
者達も卒業後の 15 年間を各々の立場で、そ
して職場で精一杯、周りの目と、自ら設定し
たハードルを乗り越えるべくもがき続けて
きたということである。 
上記のコメントは、15年間の闘いの結果で
あり、いわばビジネスの最前線で走り続けて
きた彼らのナマの声である。 
一人ひとりのコメントの背景には、個々人
の生い立ち、経歴、そしてハーバードで何を
得たか、さらに卒業後の 15 年間の職場での

実体験が詰まっている。 
様々な事情から 15 人中 3 名は実名の公表
を辞退、1 名はインタビュー内容の活字化を
も辞退している。人生同様、個々人のビジネ
スや家族関係その他全てにおいて、アップダ
ウンはつきものであり、また、個々人のポリ
シーとしても個別具体的な名称を余り表に
出したくないという人間もいるため、これは
仕方のないことではないかと思う。 
それでも、かつての同級生達は、全員が真
摯にインタビューに応じてくれ、様々な示唆
に富んだ、発言を残してくれた。 
さらに、ビジネス・スクールという教育機
関の性質上、仕方のないことではあるが、卒
業後、疎遠になっていたかつての戦友達が、
卒業後 15 年を経て、ハーバード MBA の 2
年間をどう総括していたかを確認する大変
良い機会となったと思う。 
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